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～ 始業式にこんな話をしました ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度の学校経営の柱の一つに「確かな学力の育成」を掲げていま

す。学力は机上の学習だけで測れるものではありませんが，自分の考

えをしっかりもち，他者と対話したり協働したり，探究的な学びをし

たりするためには，やはり基礎学力が必要になります。 

そこで，今年度は基礎学力の定着のために主に２つの取組をしてい

ます。一つ目が教職員の研修です。学力向上のために大切なのはなん

といっても「授業」。わかる楽しさ，できた喜び，楽しく学べる授業づ

くりがなんといっても必要です。そのため，我々教師は，わかる授業，

できるようになる授業を目指し，授業の準備や校内研修，講師を招聘

した研修などをして学んでいます。夏季休業中も小中合同で研修を行

い，たくさんの学びを得ることができました。二つ目は，朝学習の見

直しです。基礎的な力がどの程度身についているのか，つまずいてい

るとすればどの学年のどのあたりからなのかを教師はもちろん，子ど

も自身が認識して「できないところ」を確実に「できるように」して

いくことが大切です。そこで，朝学習の時間をつかって，全学年が復

習問題に取り組んでいます。復習問題は当該学年の枠を超えて取り組

むことを奨励し，自信をもってできるようになるまで繰り返します。

今後も ICT を上手に活用しつつ，「確かな学力の育成」を目指します。 

  

小中合同職員研修         のびっ子タイムの様子 

着衣水泳をしました（４・５年生 

今年の夏もたくさんの痛ましい「水の事故」がありました。大きな 

川の近くで暮らす美川の子どもたちにとって，水は身近な危険とも言

えます。自校のプールは使えないので，弥栄小学校さんにご協力い 

ただき，今年度最後のプール使用日に着衣水泳の体験をしました。 

当日は，かなり気温も上がり，実施できるギリギリの条件でしたが，

結果，「やってよかった」と思える体験でした。 

子どもたちのほとんどが初めての体験であったこともあり，はじめ

はとても緊張していました。さっそく服を着て水に入ると「こんなに

も重くて動きづらいのか！」と驚きの声があがっていました。やって

みて「浮くこと」が相当難しかったようですが，悪戦苦闘を繰り返し

ながら少しずつコツをつかんだようでした。１時間程度の体験でした

が，後半はほとんどの子が浮けるようになっていたし，ペットボトル

を上手に使うこともできるようになりました。 

実際に水に溺れそうになる場面では，慌ててしまうかもしれません

が，体験したことはなにかしら頭に残ると思いました。 

９月１６日（土），皆様の温かいご声援に包まれながら小中合同

運動会が無事終了しました。浜田四中との最後の合同運動会を四中

や美川小の子どもたちはもちろん，保護者の皆様，地域の皆様，そ

して教職員，すべての参加者にとって思い出に残る素晴らしいもの

にしたいと願い，準備をしてきました。最後の合同運動会が久しぶ

りに入場制限のない開催となり，多くの皆様方にご来場いただき，

美川の子どもたちの輝く姿をご覧いただけたことが，何よりも嬉し

いことでした。 

 今年の小学校のスローガンには「楽しむ」という言葉が入ってい

ます。四中との最後の運動会を思いっきり楽しいものにして，よい

思い出にしたい！という子どもたちの思いが伝わりました。 

 子どもたちは当日まで，６年生を中心によく協力していました。

５年生にとって６年生の姿は来年度の良いモデルとなったことで

しょう。美川小の中に息づく「上級生が下級生を大切にする」「下

級生が上級生の言うことを素直に受け入れる」伝統がいろいろな場

（始業式でのお話：前半は 2学期に多い学校行事や校外学習の意味や 

価値について話しました。以下，後半の話です。） 

そこで，2学期は新しくどの学年も「一」の力をつけてほしいと

思います。 

１・２年生には この「一」・・・仲間と「一しょ」にする。 

もう自分の事だけやっていればよい時期は終わりました。        

仲間と「いっしょに」活動することをがんばってください。        

そのためには「相手を思いやる気持ち」が大切です。 

３・４年生には この「一」・・・何事も「一回」でやりきる。 

やり直しはなし。やれる力はついています。あとはその力を出し

惜しみしないで何に対しても「一回」でやりきってください。その

ために必要なのは集中力です。 

５・６年生には この「一」・・・「一人」でもやる。 

これはとっても大変なことだけど，ぜひやってほしい。たとえ他

の人がやらなくても，自分の中で価値があると思ったことはたった

一人でもやるという勇気をもってください。 

たくさん言いました。2学期は長い…と思ったら大間違い。実は

1 学期とほとんど変わらない７９日間です。（１学期は７０日間）

今すぐ始めないとあっという間です。みんながどう変わっていくの

か 成長を見るのが楽しみです。2学期も「みんながかがやくわた

したちの学校」を一緒に創っていきましょう。 



２日（月）引き渡し訓練 

３日（火）税関出前授業（５年生） 

４日（水）西部合同学習（たんぽぽ学級） 

     研究授業（４年生） 

５日（木）外国語（ALT） 

 つり体験（２・４年生） 

６日（金）クラブ 

７日（土）浜田市ジュニア陸上大会（希望者参加） 

１０日（火）教育委員会学校訪問 

１１日（水）SC訪問  

１２日（木）外国語（支援員） 

      メディアコントロールウィーク（～10/18） 

１３日（金）全校テスト（国） 委員会 

      赤十字講話授業（５年生） 

１６日（月）体操大会壮行式 

１８日（水）浜田市小学校体操競技大会（５・６年生：弁当） 

１９日（木）外国語（ALT） 

２０日（金）授業公開日・ＰＴＡ教育講演会  

２３日（月）遠足（１～４年生：お弁当）  

２４日（火）ラブック号  

２６日（木）外国語（支援員）      

２７日（金）島根県教育研究大会（午前中授業）給食あり 

３０日（月）美川苑訪問（４年生） 

３１日（火）全校テスト（算）  

面で発揮されていました。始業式の話のとおり「行事をすることの

意味や価値」がしっかりと感じられた準備から当日まででした。き

っと子どもたちは，運動会に向けて培った力を今後の学校生活にい

かしてくれることでしょう。また，子どもたちだけでなく教職員の

チーム力，結束力も強まったと感じます。今年来たばかりの体育主

任が，見通しをもって堂々と全校を動かす陰には，周りの教職員の

支えがありました。誰がやるでもない仕事を率先して黙々とこなす

姿もよく目にしました。そして，いつの間にか校庭の数か所がきれ

いになっていたことも…。これはおそらく地域の方のお力です。皆

様，いつも学校を支えてくださりありがとうございます。 

  

赤組：「勝っても負けても最後まで！赤組優勝！！」 

  

青組：「最後まであきらめずに協力しよう！青組最高！！」 

  

1年生：はじめての運動会       ６年生：最後の運動会 

 

「バンザーイ！」会場からは気持ちのよい拍手が 

   

「特別な運動会」にふさわしいイベント 盛りだくさんでした 

小中合同稲刈り（４・５年生） 

こちらも浜田四中と行う「最後の行事」となりました。 

９月２２日（金），爽やかな風が吹く秋晴れのもと，４・５年生

児童が四中の稲刈りに参加しました。 

今年度の「猛暑」にも「大型台風」にも負けず，立派な稲に育

っていました。今年もたくさんの地域ボランティアの方にお手伝

いいただき，無事に収穫を終えることができました。今年度は，

４年生も参加し，稲刈りを初めて経験する子どもが多く，作業の

大変さと協力することの大切さをしっかり感じられたようです。 

            

  

１０月の主な行事 


